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佛
蘭
西
革
命
と
奈
破
崙
(
第
五
囘
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高 

田 

友 

(
十
六
) 

 

露
西
亞
ま
た
、
大
陸
封
鎖
令
の
煽
り
を
受
け
て
、
農
業
經
營
に
壊
滅
的
打
擊
を
受
く
。
一
八
一
二
年
、
歷

ア
レ
キ

山
サ
ン
ダ

一
世
、
大
陸
封
鎖
令
に
背
反
し
て
、
英 イ 

ギ

吉 リ

利 ス

と
貿
易
を
再
開
せ
り
。 

 

奈
破
崙
卽
ち
懲
罰
を
決
意
し
、
各
國
に
命
じ
て
六
十
萬
の
兵
を
集
め
、
露
西
亞
の
國
境
を
侵
す
。 

 

露
西
亞
軍
殊
更
に
退
却
し
、
東
方
の
奧
地
へ
と
佛
軍
を
誘
引
す
。
加

之

し
か
の
み
な
ら
ず

、
撤
退
す
る
に
當
り
て
は
、

作
物
も
住
居
も
燒
き
拂
ひ
て
佛
軍
の
用
に
供
す
る
能
は
ざ
ら
し
む
。 

 

奈
破
崙
秋
に
は
蛾 モ

ス

桑 ク
ワ

(m
oth-kuw

a→
M

oscow

)
を
占
領
し
た
り
け
る
が
、
露
西
亞
軍
の
焦
土
作
戰
に

據
り
て
、
兵
站
斷
絕
す
。
さ
て
は
、
冬
の
訪
れ
ぬ
前 さ

き

に
逃
ぐ
る
に
如
か
ず
と
て
、

坤
ひ
つ
じ
さ
る

の
方
へ
と
撤
退
に

打
ち
掛
か
れ
ど
も
、
冬
の
訪
れ
存
外
に
早
く
し
て
、
兵
士
の
う
ち
力
盡
く
る
者
擧
げ
て
數
ふ
べ
か
ら
ず
。
露

西
亞
を
出
づ
る
頃
ほ
ひ
、
五
人
に
四
人
は
命
を
失
ふ
と
は
畢
竟
此
世
の
地
獄
と
言
ひ
て
過
言
な
ら
ざ
る
べ

し
。 

(
十
七
) 

 

露
西
亞
遠
征
首
尾
を
得
ざ
り
し
に
よ
り
て
、
ヨ
ổ
ロ
ỿ
パ
各
國
離
反
す
る
に
至
る
。
英
吉
利
、
プ
ロ
イ
セ

ン
、
墺
太
利
、
瑞

ス
ウ
ỽ

典
ổ
デ
ン

、
ま
た
露
西
亞
加
は
り
て
、
第
四
囘
對
佛
大
同
盟
組
織
せ
ら
る
。 

 

一
八
一
三
年
十
月
、
奈
破
崙
、
獨
逸
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
於
て
、
大
同
盟
軍
と
乾
坤
一
擲
大
決
戦
を
行
ひ
た
れ

ど
、
慘
憺
た
る
敗
北
を
喫
し
て
畢 を

は

ん
ぬ
。 

 

命
冥
加

い
の
ち
み
や
う
が

、
佛
蘭
西
へ
歸
着
せ
る
奈
破
崙
を
、
大
同
盟
軍
追
撃
す
。
奈
破
崙
善
戰
せ
る
も
敗
色
濃
く
、
一

八
一
四
年
四
月
、
大
同
盟
軍
つ
ひ
に
パ
リ
に
入
城
す
。 

 

奈
破
崙
、
些
か
な
り
と
讓
步
せ
む
か
事
態
の
收
拾
を
見
る
べ
か
ら
む
と
思
ひ
た
る
ら
む
。
退
位
し
て
愛
兒

ロ
ổ
マ
王
(
マ
リ
ổ
・
ル
イ
ổ
ズ
所
生
／
奈
破
崙
二
世
)
に
讓
位
せ
む
と
す
。 

 

豈
圖
ら
む
、
諸
國
之
を
認
め
ず
、
廢
殘
の
英
雄
を
エ
ル
バ
島
(
伊
太
利
と
コ
ル
シ
カ
島
の
中
間
)
に
遷
幸

せ
し
む
。 

 

年
金
を
給
し
、
刑
罰
に
は
あ
ら
で
、
自 み

ら
隱
居
せ
り
と
の
名 め

い

に
て
恥
辱
を
加
ふ
る
を
避
く
。 

 

佛
蘭
西
に
て
は
、
ル
イ
十
六
世
の
弟
、
佛
蘭
西
に
歸
り
、
卽
位
し
て
ル
イ
十
八
世
た
り
。
何
爲

な
ん
す
れ
ぞ

十
七
世

に
非
ず
や
と
訝
り
給
ふ
か
。
十
七
世
の
稱
號
は
ル
イ
十
六
世
の
殺
害
せ
ら
れ
た
る
皇
子
に
贈
り
た
る
な
り
。 

 

斯
し
て
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
復
活
せ
り
。
然

而

し
か
り
し
か
う
し
て

、
新
國
王
は
兄
王
の
轍 て

つ

を
踏
み
て
、
相
も
變
ら
ぬ
保
守
反

動
政
策
に
走
り
、
一
朝
に
し
て
國
民
の
支
持
を
失
ふ
。 

 

そ
の
間
、
諸
國
は
ウ
イ
ổ
ン
會
議
を
開
き
て
、
自
今
歐
羅
巴
を
如
何
す
べ
き
と
協
議
せ
る
も
、「
會
議
は

踊
る
」
と
嘲
け
ら
れ
た
る
が
如
く
、
諸
國
の
利
害
紛
糾
し
て
收
拾
す
る
能
は
ざ
り
き
。 
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(
十
八
) 

後
醍
醐
天
皇
の
隱
岐
に
逼
塞
せ
ら
れ
給
ひ
し
は
大
略

ほ

ぼ

一
年
な
り
し
。
奈
破
崙
、
こ
の
先
例
に
倣
ひ
た
る
か
、 

か
か
る
情
勢
に
鑒
み
て
、
一
年
後
に
エ
ル
バ
島
を
脫
出
、
サ
ン
・
ジ
ἂ
ア
ン
灣
に
上
陸
す
。
モ
ナ
コ
・
ニ
ổ

ス
の
坤
に
該 あ

た

る
。
時
已
に
一
八
一
五
年
三
月
。 

 

國
王
政
府
は
奈
破
崙
を
制
壓
せ
む
と
す
る
も
、國
民
の
先
帝
を
憧
憬

し
や
う
け
い

す
る
や
言
語
に
絕
す
る
も
の
あ
り
。

政
府
、
奈
破
崙
討
伐
の
爲
に
兵
を
送
り
た
る
も
、
皇
師
に
會
敵
す
る
や
さ
な
が
ら
「
皇
帝
陛
下
萬
歲
」
と
叫

び
て
、
奈
破
崙
に
寢
返
る
と
い
ふ
顚
末
を
見
る
。 

 

奈
破
崙
巴
里
に
入
り
復
辟

ふ
く
へ
き

を
果
す
。
ル
イ
十
八
世
は
夜
半
密
か
に
身
を
以
て
遁
れ
、
白 ベ

耳 ル

義 ギ 

ổ

に
亡
命
せ

り
。 

 

歐
羅
巴
諸
國
は
第
五
回
對
佛
大
同
盟
を
結
成
し
て
、
こ
れ
に
對
抗
す
。 

 

而
し
て
、
奈
破
崙
戰
爭
の
大
團
圓

だ
い
だ
ん
ゑ
ん

、
ベ
ル
ギ
ổ
・
ブ
リ
ἁ
ỿ
セ
ル
に
近
き
ワ
ổ
テ
ル
ロ
ổ
を
舞
臺
と
し
て

兵
戈
槍
攘

へ
い
か
さ
う
じ
や
う

た
り
。
敵
は
、
英
吉
利
と
プ
ロ
イ
セ
ン
の
聯
合
軍
に
し
て
、
將

し
や
う

は
後
に
印
綬
を
帶
ぶ
る
ウ
エ
リ

ン
ト
ン
な
り
き
。 

 

ま
た
し
て
も
武
運
拙

つ
た
な

し
。
奈
破
崙
の
勝
利
を
得
ざ
り
し
戰
は
、
露
西
亞
遠
征
は
格
別
、
他
は
ラ
イ
プ
チ

ヒ
と
ワ
ổ
テ
ル
ロ
ổ
而
已

の

み

な
り
き
と
言
ふ
を
得
べ
し
。
敗
北
の
一
因
は
、
胃
痛
に
苦
し
み
た
れ
ば
な
り
と
も

傳
へ
ら
る
。
雙 ふ

た

葉
山

ば
や
ま

七
十
連
勝
成
ら
ざ
り
し
は
ア
メ
ổ
バ
赤
痢
の
未
だ
恢
復
せ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
な
り
と
せ
ら

る
る
を
彷
彿
せ
し
め
ざ
ら
む
や
。 

(
十
九
) 

 

於
是
、
聯
合
國
釋
眼
儒
心
悉
皆
無
之
(
こ
こ
に
お
い
て
、
れ
ん
が
ふ
こ
く
し
や
く
ぐ
わ
ん
じ
ゆ
し
ん
し
つ

か
い
こ
れ
な
く
)、
奈
破
崙
は
南
大
西
洋
絕
海
の
孤
島
、
南
緯
十
五
度
瘴
癘

し
や
う
れ
い

の
地
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
に
ぞ
流
さ

れ
た
る
。 

 

こ
の
地
に
て
奈
破
崙
は
英
吉
利
の
役
人
に
虐

し
ひ
た

げ
ら
れ
、
悶
々
と
し
て
晩
年
を
送
り
し
末
に
、
一
八
二
一

年
、
五
十
二
歲
の
生
涯
を
閉
づ
。
此
地
に
在
る
こ
と
六
年
な
り
き
。 

 

砒
素
を
盛
ら
れ
て
徐
々
に
毒
殺
せ
ら
れ
た
り
と
の
說
、
當
時
よ
り
有
力
な
り
し
が
、
近
時
、
遺
髪
を
分
析

し
た
る
所
、
果
然
砒
素
檢
出
せ
ら
れ
た
り
。 

 

其
の
名
聲
一
時
地
に
墮
つ
る
も
、
爾
後
次
第
に
輿
論
の
宥
免
あ
り
て
「
よ
き
皇
帝
」
と
俗
稱
せ
ら
る
る
に

到
り
、
一
八
四
〇
年
と
い
ふ
に
遺
骨
巴
里
に
戾
る
を
許
さ
れ
た
り
。
時
に
、
奈
破
崙
の
母
い
ま
だ
存
命
に
て
、

「
皇
帝
陛
下
還
御
萬
歲
」
と
叫
び
た
り
と
ぞ
。 

(
令
和
七
年
六
月
二
十
五
日
受
附
) 

  


